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ATPで衛生管理？
　ATPは，生体内のあらゆるエネルギーの反応に関
係し，地球上のすべての生物が共通にもっている物質
である。したがって，すべての生物の細胞内には必ず
ATPが存在する。このような性質を利用して，ATP
を感度よく測定し，目に見えない生物由来の汚

よご

れを検
出する方法が開発されている。この方法は，食品加工
現場や医療現場などの衛生検査に利用されている。
　検査方法としては，まず，手や包

ほう

丁
ちょう

などの表面を拭
ふ

き取った試料に，細胞からATPを抽
ちゅう

出
しゅつ

するための試
薬を加える。次に，ホタルなどがもっているATP発
光物質と反応させると，試料に含まれているATP量
に応じて光が発生する。この発光量を測定することで，
汚れの度合いを測定することが可能になる。

ATPはどのようにエネルギーを蓄えているのだろうか
ATPは，アデニン（塩基）とリボース（糖）が結合したアデノシンに，
3つのリン酸が結合した化合物である。リン酸どうしの結合には，多量
のエネルギーが蓄えられているので，このリン酸どうしの結合を，高

こう

エ
ネルギーリン酸

さん

結
けつ

合
ごう

という。
生命活動のエネルギーは，ATPがADPとリン酸に分解されるときに，
リン酸どうしの高エネルギーリン酸結合が切れることで放出される。ま
た，ADPとリン酸は，ATPの合成に再び利用されている（図7）。
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▲図7　ATPとADPの構造

▲図6　ATPの結晶

　生命活動のエネルギーは，すべての生物が共通にもつATPという物質を仲介して受け渡されている。
ATPは，呼吸によって合成される。
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綿棒ホルダー

▲図a　ATP拭き取り検査機器（上）と包丁の表面の試
料を採取しているようす（下）　検査の方法の概

がい

略
りゃく

は次の
とおりである。①綿棒ホルダーを本体部分から抜

ぬ

き，包丁な
どの表面を拭き取り，試料を採取する。②綿棒ホルダーを本
体部分に戻

もど

し，試料と試薬を反応させる。③そのまま本体部
分を検査機器本体にセットし，ATP量を測定する。
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ATPで衛生管理？ATPで衛生管理？ATPで衛生管理？ATPで衛生管理？
　ATPは，生体内のあらゆるエネルギーの反応に関
係し，地球上のすべての生物が共通にもっている物質
である。したがって，すべての生物の細胞内には必ず
ATPが存在する。このような性質を利用して，ATP
を感度よく測定し，目に見えない生物由来の汚

よご

れを検
出する方法が開発されている。この方法は，食品加工
現場や医療現場などの衛生検査に利用されている。
　検査方法としては，まず，手や包

ほう

丁
ちょう

などの表面を拭
ふ

き取った試料に，細胞からATPを抽
ちゅう

出
しゅつ

するための試
薬を加える。次に，ホタルなどがもっているATP発
光物質と反応させると，試料に含まれているATP量
に応じて光が発生する。この発光量を測定することで，
汚れの度合いを測定することが可能になる。

生命活動にはエネルギーが必要なことを学習したが，生命活動のエネ
ルギーは，どのような物質によって受け渡されているのだろうか。
生命活動におけるエネルギーの受け渡しを行う物質とは何だろうか
細
さい

胞
ぼう

において，物質の合成反応や分解反応といった代
たい

謝
しゃ

に伴
ともな

うエネル
ギーの吸収や放出は，ATP（アデノシン三

さん

リン酸
さん

）という物質を仲
ちゅう

介
かい

し
て行われる。私たちの体内では，毎日，多量のATPが合成され，消費
されている。
呼吸の過程で有機物から放出されたエネルギーは，直接生命活動に使
われるわけではない。そのエネルギーは，一度ATPに蓄

たくわ

えられる。そし
て，ATPが分解されるときに放出されるエネルギーが，生命活動に使わ
れるのである（図5）。したがって，呼吸という代謝では，有機物を分解
しながら，ATPという高いエネルギーをもつ物質を合成していることに
なる。ATPがエネルギーを放出して分解されると，ADP（アデノシン二

に

リン酸
さん

）とリン酸
さん

ができる。
ATPは，細

さい

菌
きん

から植物，動物にいたるまで，すべての生物が共通に
もつ物質である。生体内のエネルギーの受け渡しを行う物質であること
から，ATPはエネルギーの通

つう

貨
か

ともいわれる。

エネルギーの受け渡しをするATPB ATP　adenosine triphosphate
ATPはどのようにエネルギーを蓄えているのだろうか
ATPは，アデニン（塩基）とリボース（糖）が結合したアデノシンに，
3つのリン酸が結合した化合物である。リン酸どうしの結合には，多量
のエネルギーが蓄えられているので，このリン酸どうしの結合を，高

こう

エ
ネルギーリン酸

さん

結
けつ

合
ごう

という。
生命活動のエネルギーは，ATPがADPとリン酸に分解されるときに，
リン酸どうしの高エネルギーリン酸結合が切れることで放出される。ま
た，ADPとリン酸は，ATPの合成に再び利用されている（図7）。▲図4　生命活動とATP

 生物は，ATPが分解されるとき
に放出されるエネルギーを利用
して，生命活動を行っている。
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▲図5　ATPとADP
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▲図7　ATPとADPの構造

▲図6　ATPの結晶

　生命活動のエネルギーは，すべての生物が共通にもつATPという物質を仲介して受け渡されている。
ATPは，呼吸によって合成される。
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▲図a　ATP拭き取り検査機器（上）と包丁の表面の試
料を採取しているようす（下）　検査の方法の概

がい

略
りゃく

は次の
とおりである。①綿棒ホルダーを本体部分から抜

ぬ

き，包丁な
どの表面を拭き取り，試料を採取する。②綿棒ホルダーを本
体部分に戻

もど

し，試料と試薬を反応させる。③そのまま本体部
分を検査機器本体にセットし，ATP量を測定する。

体内では，
常にATPの分解と合成が
繰り返されているよ。
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『改訂　新編生物基礎』の使い方

1

目的を明確にして，安全に
十分留意し，先生の指示に
従って実施しましょう。
各観察実験には，注意マー
ク［➡p.3］を付記しています。

学習内容に沿った身近
なおもしろい話題です。
学習内容の理解を深め
ることができます。

「生物基礎」の学習指
導要領には示されてい
ませんが，必要に応じ
て学習することができ
る内容です。

中学校で学習したこと
のある内容です。高校
生物の体系のなかで，
整理しながら学習しま
しょう。

学習した後に
使ってみよう！

『生物基礎』の学習を通して，生物を探究し，生物学の扉を開こう。

森で一番の生物学好き。
学習のヒントを教えて
くれます。

かりかりす

生物の特徴のなかでの，
この編の学習内容の位
置づけを確認しよう。
それぞれの編どうしの
関係を考えながら学習
に取り組もう。

マップ

新しい学習に入る前に，
中学校で学習したこと
を思い出してみよう。

中学校で学んだこと

この編で学習した用語を
確認しよう。

用語の確認

本書全体のこの節の課題とポイ
ントが一覧できます。学習の後
で確かめたり，本文に戻って復
習したりしてみよう。➡ p.194

フィードバック

教科書のアイコンの凡例

編全体の学習内容
と，各章の学習内
容との関係を確認
しながら，生物学
を体系的に理解し
よう。

マップとナビ

課題を明確にして，
学習活動にのぞむこ
とが大切だよ。
この節のポイントは，
復習のときにも役立
つよ。

この節の課題
と

ポイント

フィードバックでは，
各編，各節の学習内容
を確かめられるよ。
センターチャレンジで
は，『生物基礎』全体の
理解度を確認しよう。

フィードバック
と

センターチャレンジ

知りたいことを明確に
して，課題意識をもっ
て学習に取り組もう。

この節の課題

章全体の学習内容と
この節の学習内容の
関係を確認しよう。

節ナビ

この節で学習したことを整理
したり，確認したりしよう。

この節のポイント

選択問題で自分の理解度
を確認しよう。➡ p.196

センターチャレンジ

1

1

私と一緒に
「生物基礎」を
学習していこう！

編全体の学習内容と
この章の学習内容の
関係を確認しよう。

章ナビ

●③
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18 1 編•1章　　生物の多様性と共通性
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原核生物と真核生物の観察

身のまわりの原
げん

核
かく

生
せい

物
ぶつ

や真
しん

核
かく

生物を観察してみよう。

イシクラゲ（校庭や校舎のベランダで採取する），プレーンヨーグルト，納
なっ

豆
とう

，タマネギ，スプーン，
カミソリの刃，検

けん

鏡
きょう

器
き

具
ぐ

（光学顕
けん

微
び

鏡
きょう

，スライドガラス，カバーガラス，ピンセット，柄
え

付き針，
スポイトなど），ミクロメーター［➡p.5］

❶	イシクラゲを水に浸
ひた

して数分間放置した後，ピンセットなどで少量取り，スライドガラスに載
の

せて，カバーガラスをかけてプレパラートをつくる。
❷	 50 mL程度の容器に熱湯を25 mL程度入れ，ふたをして冷ました後，納豆を数

すう

粒
つぶ

入れ，室温で
数日間培

ばい

養
よう

する。培養液をスライドガラスに1滴
てき

滴下し，カバーガラスをかけてプレパラート
をつくる。

❸	プレーンヨーグルトの上
うわ

澄
ず

みの液体を少量スライドガラスに載せて，プレパラートをつくる。
❹	タマネギの鱗

りん

片
ぺん

葉
よう

の表
ひょう

皮
ひ

細
さい

胞
ぼう

，ヒトの口
こう

腔
こう

内
ない

上
じょう

皮
ひ

細胞を採取し，プレパラートをつくる。
❺	そのほか，材料に応じてプレパラートを作成する。必要に応じて染色液で染色する。
❻	それぞれのプレパラートを検鏡し，細胞の形や核の有無などを観察する。また，ミクロメーター
を用いて，細胞の大きさを測定する。

目的

材料

方法

結果

カミソリの刃で切れ目を入れる。

ピンセット

スライドガラス

タマネギの鱗片葉 各 1枚

表皮

観察 2

ほおの内側をスプーン
で軽くこする。

スライドガラスに
だ液と一緒に一方
向に塗りつける。

観察 1▲タマネギの鱗片葉の表皮細胞の取り出し方

▲タマネギの表皮細胞

▲納豆菌

▲アカタマネギの表皮細胞

▲乳酸菌

▲ヒトの口腔内上皮細胞

▲イシクラゲ（ネンジュモの一種）

▲ヒトの口腔内上皮細胞の取り出し方

刃物などで手を切
らないようにする。
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1
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18　1 編•1章　　生物の多様性と共通性

電子顕微鏡で解明された真核生物の細胞の詳しい構造
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核小体
核膜

核小体

滑面小胞体…表面にリボソームが付着していない。
　　　　　　脂質の合成などに関係する。

粗面小胞体…表面にリボソームが付着している。
　　　　　　タンパク質の運搬に関係する。

原形質連絡…隣
の細胞との間で，
物質のやり取り
を行う通路。

リボソーム

リボソーム…タンパク質の合成
　　　　　　に関係する。

中心体…細胞分裂のときに
　　　　はたらく。

滑面小胞体

リソソーム…不要な物質の分解
　　　　　　などに関係する。

核膜

葉緑体

ゴルジ体

液胞

粗面小胞体
ゴルジ体…物質を細胞内で輸送したり，
　　　　　細胞外へ分泌したりすることにかかわる。

ミトコンドリア

ミトコンドリア

細胞質基質
細胞膜

動物細胞 植物細胞

細胞質基質

そ めん

かつめん

▲図a　電子顕微鏡�観察し�真核細胞の模式図

遺伝物質をもった非生物！？遺伝物質をもった非生物！？遺伝物質をもった非生物！？遺伝物質をもった非生物！？
　生物�，DNAを���いる��を学��。���，DNAを�����い
��，す���生物�い�る��で�ない。例��，��������，�
�����������原因で発症する。��������，DNA���
RNA［➡p.��］���を覆

おお

う����質�らで��いる微
び

小
しょう

構造体���で�
る。�����で�な�，動物�植物，細菌など�細胞に感染��増

ぞう

殖
しょく

する。�
��，�����，細胞に感染�ない�増殖で�ない。��，体外�ら取�
込
こ

��物質を，合成�分解を行う��で利用��すい形に変�る代
たい

謝
しゃ
［➡p.��］

を行�ない。��ような���ら，�����，生物に共通�特
とく

徴
ちょう

をす��
���いる��い�ない��，非生物���扱��る���多い。

▲図a　大腸菌�感染し��イ
�� （着色している）
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核
かく

生
せい

物
ぶつ

や真
しん

核
かく

生物を観察してみよう。

イシクラゲ（校庭や校舎のベランダで採取する），プレーンヨーグルト，納
なっ

豆
とう

，タマネギ，スプーン，
カミソリの刃，検

けん

鏡
きょう

器
き

具
ぐ

（光学顕
けん

微
び

鏡
きょう

，スライドガラス，カバーガラス，ピンセット，柄
え

付き針，
スポイトなど），ミクロメーター［➡p.5］

❶	イシクラゲを水に浸
ひた

して数分間放置した後，ピンセットなどで少量取り，スライドガラスに載
の

せて，カバーガラスをかけてプレパラートをつくる。
❷	 50 mL程度の容器に熱湯を25 mL程度入れ，ふたをして冷ました後，納豆を数

すう

粒
つぶ

入れ，室温で
数日間培

ばい

養
よう

する。培養液をスライドガラスに1滴
てき

滴下し，カバーガラスをかけてプレパラート
をつくる。

❸	プレーンヨーグルトの上
うわ

澄
ず

みの液体を少量スライドガラスに載せて，プレパラートをつくる。
❹	タマネギの鱗

りん

片
ぺん

葉
よう

の表
ひょう

皮
ひ

細
さい

胞
ぼう

，ヒトの口
こう

腔
こう

内
ない

上
じょう

皮
ひ

細胞を採取し，プレパラートをつくる。
❺	そのほか，材料に応じてプレパラートを作成する。必要に応じて染色液で染色する。
❻	それぞれのプレパラートを検鏡し，細胞の形や核の有無などを観察する。また，ミクロメーター
を用いて，細胞の大きさを測定する。

目的

材料

方法

結果

カミソリの刃で切れ目を入れる。

ピンセット

スライドガラス

タマネギの鱗片葉 各 1枚

表皮

観察 2

ほおの内側をスプーン
で軽くこする。

スライドガラスに
だ液と一緒に一方
向に塗りつける。

観察 1▲タマネギの鱗片葉の表皮細胞の取り出し方

▲タマネギの表皮細胞

▲納豆菌

▲アカタマネギの表皮細胞

▲乳酸菌

▲ヒトの口腔内上皮細胞

▲イシクラゲ（ネンジュモの一種）

▲ヒトの口腔内上皮細胞の取り出し方

0.5 µm

�イ��［➡p.5�］

大腸菌

　1950年代���ら電子顕微鏡�使��るように
なる�，光学顕微鏡��な���時代に�観察で�
な���細胞�内部�詳

しょう

細
さい

な構造�観察�可能に

な��。光学顕微鏡で観察で�る核
かく

，葉緑体，��
�����以外に�，細胞に�����な細胞小器
官�含���いる。

刃物などで手を切
らないようにする。

　細胞には，真核細胞と原核細胞がある。真核細胞からなる生物を真核生物といい，原核細胞からな
る生物を原核生物という。
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